
ため池の転落事故防⽌のための
安全対策について
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ため池では の
が発⽣しています。

○ 暑くなる５⽉から９⽉にかけて、釣りや遊んでいるときに転
落するなど、ため池の死亡事故が多くなっています。

死亡者の年代別割合 死亡事故の原因別割合

※平成24年度から令和３年度までの事故報告による。

年度別の死亡事故発⽣件数 ⽉別の死亡事故発⽣件数
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毎年平均25⼈程度が亡くなっています 5⽉から９⽉にかけて事故が多くなっています

＜ため池での事故発⽣状況＞



ため池の点検 破損箇所の把握

の事例

○ ため池及びその周辺の点検
ため池の⽴地条件や利⽤状況等を踏まえた安全対策が重要です。

⽇常からため池及びその周辺を巡視・点検し、危険箇所の有無を確認している事例

転落防護柵と警告看板の設置

○ 侵⼊や転落を防⽌する安全施設の設置

進⼊防⽌フェンスの設置

破損箇所にロープ等で進⼊防
⽌措置を講じ、速やかに補修

事故の発⽣が懸念される場合、進⼊防⽌や転落防⽌等の安全施設を設置してる事例

警告看板の設置



○ 関係者と連携した事故防⽌に関する啓発活動

○ 転落した場合に脱出を補助する施設の設置

チラシの配布

安全ネットの設置 救命⽤ロープ及び浮き輪の設置

農林⽔産省の助成制度
【安全施設の整備に活⽤できる事業】
農村地域防災減災事業（国費率50%等）、農業⽔路等⻑寿命化・防災減災事業（国費率50%等）
多⾯的機能⽀払交付⾦（定額）、中⼭地域等直接⽀払交付⾦（定額）

【安全施設の点検や補修に活⽤できる事業】
多⾯的機能⽀払交付⾦（定額）、中⼭地域等直接⽀払交付⾦（定額）

ため池の危険性を学習 講習会の開催

転落した際における致命的な事故を回避する脱出補助施設等を設置している事例

法⾯を這い上がりやすい張ブロック
（防災型）の設置 昇降チェーンの設置

⾃治会、消防、学校等と連携して事故防⽌に関する広報活動を実施している事例


